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【
書
評
】

喜
田
信
代
著
『
天
主
堂
建
築
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
鉄
川
與
助

―
長
崎
の
異
才
な
る
大
工
棟
梁
の
偉
業
』

菊
森　

淳
文

１
、
概
要

本
書
の
特
徴
は
、
次
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
。

（
１
）
鉄
川
輿
助
に
関
す
る
詳
細
な
資
料
の
収
集
と
整
理

本
書
は
、
鉄
川
輿
助
の
「
手
帳
」
や
「
手
紙
」
を
含
め
、
多
く
の
資
料
を
収

集
し
て
整
理
し
た
書
物
で
あ
る
。
ま
た
、
教
会
堂
全
体
・
柱
・
天
井
・
煉
瓦
・

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
等
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
ら
し
く
、
数
多
く
の
写
真
資
料
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
「
お
わ
り
に
」
で
書
い
て
い
る
よ
う
に
、「
本
書
は
、

論
文
で
は
な
く
、か
と
い
っ
て
、エ
ッ
セ
イ
と
も
言
え
ま
せ
ん
。」（
三
七
五
頁
）

た
だ
、
本
書
が
扱
う
多
く
の
資
料
は
、「
論
文
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
資
料

を
活
か
す
こ
と
に
な
る
」（
三
七
四
頁
）
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
収
集
さ
れ

て
お
り
、
こ
こ
に
本
書
独
自
の
価
値
が
あ
る
と
も
い
え
る
。

特
に
、
第
五
章
「
天
主
堂
の
請
負
と
工
事
費
の
清
算
」
で
、「
鉄
川
輿
助
は
、

『
手
帳
』
な
ど
に
多
様
な
記
録
を
残
し
、
工
事
毎
に
少
し
ず
つ
書
類
を
整
え
て

い
ま
す
。
工
事
費
は
、
材
料
費
や
職
人
賃
等
必
要
な
費
用
を
、
教
会
側
が
別
に

払
っ
て
い
た
こ
と
も
判
り
ま
し
た
。」（
三
七
四
頁
）
と
筆
者
も
述
べ
て
い
る
。

（
２
）
鉄
川
輿
助
の
多
彩
な
人
物
像
の
実
像
の
描
写

鉄
川
與
助
（
一
八
七
九
～
一
九
七
六
）
は
、
建
築
技
術
者
と
し
て
、「
明
治

後
期
か
ら
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
多
く
の
業
績
を
残
し
て
い
る
。
木
造
や
煉
瓦

造
は
も
と
よ
り
、
石
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
も
先
駆
け
的
に
取
り
組

み
、中
で
も
他
に
類
の
少
な
か
っ
た
天
主
堂
建
築
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。」

（
一
九
頁
）

次
に
、
鉄
川
與
助
は
実
業
家
と
し
て
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
、
土
木

建
設
業
鉄
川
組
を
設
立
し
、
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
、
鉄
川
組
を
第
一
土

建
会
社
に
統
合
し
、
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
、
鉄
川
工
務
店
に
名
称
を
変

更
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
業
家
と
し
て
の
経
営
手
腕
と
工
事
請
負
方
式
の

採
用
や
リ
ス
ク
管
理
が
、
多
く
の
天
主
堂
建
築
等
の
工
事
を
実
行
で
き
た
大
き

な
要
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
も
、
た
だ
の
建
築
技
術
者
や
実
業
家
で
は
な
く
、
最
新
建
築
技
術
の
研

究
に
熱
心
で
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
日
本
建
築
学
会
に
、
准
員
と
し

て
入
会
し
て
い
る
。
し
か
も
、「
明
治
の
末
に
、
尋
常
高
等
小
学
校
を
出
た
大

工
が
建
築
学
会
の
准
員
に
推
挙
さ
れ
る
ほ
ど
、
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
が
分

る
。」（
三
一
頁
）

同
時
に
、
鉄
川
與
助
は
、
大
正
二
～
一
〇
（
一
九
一
三
～
一
九
二
三
）
年
の

約
一
〇
年
間
、
魚
目
村
の
村
会
議
員
を
し
て
お
り
、
こ
の
議
員
活
動
は
、
與
助

の
本
業
に
も
良
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
道
路
、
学
校
な
ど
公

共
工
事
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
は
、
土
木
・
建
築
業
者
と
し
て
の
請
負
に
も
繋

が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。」（
三
九
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
鉄
川
輿
助
は
、
建
築
技
術
者
・
実
業
家
・
研
究
者
・
議
員
の

四
つ
の
顔
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

（
３
）
鉄
川
輿
助
が
生
き
た
時
代
背
景
と
成
し
遂
げ
た
偉
業
の
意
味

鉄
川
輿
助
は
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
に
生
ま
れ
、
明
治
二
七

（
一
八
九
四
）
年
に
長
崎
県
南
松
浦
郡
榎
津
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
大

工
と
な
り
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
、
長
崎
県
南
松
浦
郡
新
魚
目
町

丸
尾
郷
に
拠
点
を
置
い
て
、
長
崎
県
の
五
島
列
島
を
中
心
に
、
長
崎
県
・
福
岡

県
・
佐
賀
県
・
熊
本
県
等
に
、
教
会
建
築
・
寺
院
・
一
般
建
築
等
を
数
多
く
建

築
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
鉄
川
組
設
立
、
日
本
建
築
学
会
入
会
、
魚
目
村
村
会

議
員
、
鉄
川
工
務
店
に
名
称
変
更
、
建
設
大
臣
表
彰
・
黄
綬
褒
章
受
章
（
昭
和
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三
四
（
一
九
五
九
）
年
）、横
浜
市
に
て
逝
去
（
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
）

と
九
七
歳
の
人
生
を
歩
ん
だ
。

輿
助
が
生
き
た
時
代
は
、
日
本
の
長
い
鎖
国
が
終
わ
り
、
急
速
な
近
代
化
を

目
指
し
て
、
西
洋
の
文
化
と
技
術
を
導
入
し
た
、
そ
の
後
の
時
代
で
あ
る
。
前

時
代
に
は
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ

シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
と
修
好
通
商
条
約
を
結
び
、
長
崎
・
横
浜
・
函

館
等
に
居
留
地
が
設
け
ら
れ
、
外
国
人
の
た
め
の
住
宅
・
旅
館
・
商
館
・
教
会

堂
等
が
建
築
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
居
留
地
建
築
工
事
に
従
事
し
た
建
築
技
術

者
・
大
工
は
、
和
洋
折
衷
の
建
築
様
式
を
生
み
出
し
、
そ
れ
ら
の
建
築
技
術
者
・

大
工
の
中
に
は
、
職
人
を
配
下
に
組
み
入
れ
、
専
門
の
技
師
を
育
成
し
、
設
計
・

施
工
の
近
代
的
建
築
請
負
組
織
で
あ
る
総
合
建
設
業
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た

企
業
も
多
い
。
次
に
、
日
本
人
建
築
家
の
誕
生
は
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）

年
で
あ
り
、
工
部
大
学
校
造
家
学
科
の
第
一
回
卒
業
生
で
あ
る
辰
野
金
吾
、
片

山
東
熊
、
曽
禰
達
蔵
、
佐
立
七
次
郎
の
四
人
が
、
日
本
人
技
術
者
と
し
て
建
築

の
設
計
・
監
督
に
当
た
っ
た
。
鉄
川
輿
助
は
、
ま
さ
に
こ
の
明
治
一
二
年
に
生

ま
れ
て
い
る
。従
っ
て
、日
本
の
近
代
建
築
の
勃
興
期
か
ら
成
長
期
に
か
け
て
、

活
躍
し
た
こ
と
に
な
る
。

鉄
川
輿
助
の
偉
業
の
意
味
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
、
彼
が
次
の

三
点
を
実
施
し
た
こ
と
で
あ
る
。

第
一
に
、
西
洋
建
築
と
日
本
建
築
両
方
の
技
術
を
取
り
入
れ
、
教
会
堂
建
築

の
分
野
で
日
本
の
先
駆
者
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
建
築
学
会
に
参
加
し
、
中
央
や
西
洋
の
新
し
い
建
築
技
術
を
常
に

研
究
し
た
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
も
、「
近
代
的
な
建
築
書
類
や
考
え
方
を
、
他

に
先
駆
け
て
採
り
入
れ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。」（
三
七
四
頁
）
と
語
っ
て
い

る
。第

三
に
、
建
設
業
の
経
営
者
と
し
て
、
請
負
契
約
に
伴
う
リ
ス
ク
を
で
き
る

だ
け
小
さ
く
し
、
請
負
事
務
の
効
率
化
を
図
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
明
治
時
代

に
鉄
川
組
が
請
負
を
始
め
た
頃
は
、
契
約
書
の
記
載
内
容
や
書
式
な
ど
は
ま
だ

整
備
過
程
で
、
決
ま
っ
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。」（
三
一
八
頁
）
工
事
請
負

契
約
に
は
、
直
営
方
式
、
請
負
方
式
、
実
費
精
算
方
式
が
存
在
し
、
施
工
は
、

入
札
、
特
命
、
定
式
請
負
の
い
ず
れ
か
で
行
わ
れ
る
。「
輿
助
は
桐
古
天
主
堂

改
修
工
事
以
降
、
入
札
し
な
い
で
継
続
的
に
天
主
堂
や
司
祭
館
な
ど
の
工
事
を

請
け
負
っ
て
い
る
。」（
三
一
九
頁
）「
こ
れ
は
、
何
よ
り
も
、
天
主
堂
と
輿
助

と
の
信
頼
関
係
に
基
づ
い
て
い
る
。」（
三
一
九
頁
）
ま
た
、
契
約
書
や
心
得
書

を
公
示
し
契
約
関
係
書
類
を
整
備
す
る
こ
と
で
、「
組
織
を
統
率
し
、
工
程
を

掌
握
し
、工
事
の
円
滑
な
推
進
を
図
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」（
三
二
一

頁
）
特
に
、「
新
築
工
事
費
予
算
書
」
に
よ
り
、
材
料
費
・
手
間
賃
、
工
事
工

程
等
を
把
握
し
、「
材
料
納
方
請
負
証
書
式
」・「
工
手
間
請
負
人
心
得
書
」
等

に
複
写
式
の
書
類
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
書
類
の
標
準
化
」
が
進
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、「
建
築
材
料
運
搬
請
負
証
書
」

で
、
例
え
ば
、「
旧
長
崎
大
司
教
館
の
工
事
に
信
者
の
奉
仕
作
業
を
呼
び
か
け

る
の
で
は
な
く
、（
中
略
）材
料
の
運
搬
請
負
を
契
約
し
て
い
る
。」（
三
二
八
頁
）

２
、
本
書
の
構
成
・
内
容
と
特
筆
す
べ
き
記
述

第
一
章　

鉄
川
輿
助
の
生
涯
と
業
績

第
一
章
で
は
、
鉄
川
輿
助
の
主
な
経
歴
、
五
島
か
ら
長
崎
・
九
州
本
土
へ
の

進
出
、
そ
し
て
横
浜
で
の
晩
年
を
整
理
し
て
描
い
て
い
る
。
工
事
実
績
は
、
明

治
期
・
大
正
期
・
昭
和
期
に
分
け
て
整
理
し
て
い
る
。
明
治
期
に
は
、「
天
主

堂
建
築
で
は
、
構
造
や
柱
の
組
み
方
、
壁
、
床
や
天
井
の
造
り
方
や
仕
上
げ
、

煉
瓦
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
の
新
し
い
材
料
や
そ
の
使
い
方
な
ど
、
作
品
ご

と
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
完
成
度
を
高
め
て
い
る
。」（
三
五
頁
）
ま
た
、
地
理
的

に
も
、「
輿
助
は
出
身
地
の
上
五
島
か
ら
、
福
江
島
と
、
平
戸
の
小
値
賀
島
や
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生
月
島
と
、
五
島
列
島
を
縦
断
し
て
、
さ
ら
に
九
州
本
土
の
佐
賀
や
福
岡
ま

で
工
事
の
地
域
を
拡
大
し
」（
三
五
頁
）
て
い
る
。
大
正
期
に
は
、
長
崎
県
に

二
五
件
、
宮
崎
県
に
一
件
、
熊
本
県
に
二
件
と
広
げ
て
い
る
。
建
築
の
構
造

は
、「
木
造
、
煉
瓦
造
、
石
造
に
取
り
組
む
一
方
で
、
長
崎
神
学
校
雨
天
運
動

場
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
建
築
し
て
お
り
、
新
し
い
工
法
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。」（
三
七
頁
）
こ
の
背
景
に
は
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）

年
の
関
東
大
震
災
で
、
煉
瓦
造
が
地
震
国
に
は
不
向
き
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
。
昭
和
期
は
、
三
五
五
件
の
工
事
実
績
が
あ
り
、
施
工
地
域
は
、
長
崎
県

三
三
三
件
、
佐
賀
県
一
件
、
福
岡
県
一
一
件
、
熊
本
県
一
〇
件
へ
拡
大
し
、
発

展
し
て
い
る
。
用
途
別
で
は
、
教
会
・
教
会
関
係
工
事
六
〇
件
、
公
共
工
事

一
〇
件
、
一
般
建
築
工
事
二
一
四
件
で
あ
っ
た
。
構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
二
一
六
件
、木
造
六
一
件
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
九
件
、鉄
骨
造
二
四
件
、

煉
瓦
造
一
件
等
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
輿
助
の
次
男
、
輿
八
郎
が

昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
に
輿
助
か
ら
経
営
を
引
き
継
い
だ
こ
と
が
あ
る
。

輿
八
郎
は
、二
級
建
築
士
の
資
格
を
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
取
得
し
た
。

第
一
章
で
、特
筆
す
べ
き
記
述
と
し
て
、妻
ト
サ
の
存
在
の
大
き
さ
が
あ
る
。

鉄
川
組
・
鉄
川
工
務
店
で
、ト
サ
は
、職
人
の
食
事
や
、工
事
現
場
で
の
布
団
や
、

暮
ら
し
の
面
倒
も
見
て
い
た
。「
輿
助
の
口
癖
は
、『
俺
の
仕
事
の
半
分
は
（
妻

の
）
ト
サ
が
し
た
』
だ
っ
た
と
い
う
。」（
四
五
頁
）
ま
た
、
晩
年
は
横
浜
に
住

ん
で
、終
焉
の
地
と
な
っ
た
が
、上
五
島
の
出
身
で
あ
る
だ
け
に
魚
が
好
き
で
、

「
わ
ざ
わ
ざ
茅
ヶ
崎
ま
で
魚
を
買
い
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。」（
四
五
頁
）
と

い
う
事
実
も
、
人
間
鉄
川
輿
助
を
感
じ
て
興
味
深
い
。

第
二
章　

建
築
技
術
者
・
棟
梁　

鉄
川
輿
助
の
仕
事
―
天
主
堂
・
学
校
・
寺
院

第
二
章
で
は
、
輿
助
の
仕
事
を
、
新
上
五
島
町
（
鉄
川
輿
助
の
出
身
地
）、

福
江
（
カ
ト
リ
ッ
ク
布
教
の
拠
点
）、
平
戸
（
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
の
地
）、
佐
賀

県
・
福
岡
県
・
熊
本
県
（
元
長
崎
大
司
教
区
）、長
崎
（
信
徒
発
見
の
聖
地
）
と
、

地
理
別
に
天
主
堂
等
を
各
論
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
各
天
主
堂
等
の
写
真
資

料
も
多
く
、
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
紹
介
し
、
旅
行
者
に
と
っ
て
も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

と
な
っ
て
い
る
一
面
も
あ
る
。
本
書
が
、
論
文
で
も
エ
ッ
セ
イ
で
も
な
い
と
い

う
所
以
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、「
天
主
堂
の
美
＝
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
」

と
し
て
、教
会
建
築
の
共
通
事
項
で
あ
る
、塔
の
あ
る
天
主
堂
、天
井
の
形
（
リ

ヴ
・
ヴ
ォ
ー
ル
ト
と
折
り
上
げ
天
井
と
格
天
井
）、
聖
堂
を
飾
る
彫
刻
（
柱
や

天
井
・
祭
壇
と
信
徒
席
の
衝
立
）、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
（
硝
子
障
子
と
硝
子
絵

と
色
板
ガ
ラ
ス
）、
煉
瓦
の
飾
り
積
み
、
祭
壇
の
六
項
目
に
分
け
、
建
築
や
デ

ザ
イ
ン
の
特
徴
を
総
論
的
に
説
明
し
て
い
る
。

本
書
の
面
白
さ
は
、
各
天
主
堂
を
筆
者
が
実
際
に
訪
問
し
て
、
地
理
的
な
立

地
や
建
築
の
特
徴
を
平
面
配
置
図
等
と
一
緒
に
説
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
単

に
文
化
財
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
風
土
や
地
勢
と
建
築
の
関

係
な
ど
も
併
せ
て
分
析
・
説
明
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
世
界
遺
産
候
補
の
有
力

構
成
資
産
で
あ
る
江
上
天
主
堂
（
五
島
市
奈
留
）
に
つ
い
て
、「
奈
留
島
は
『
溺

れ
谷
』
と
い
う
独
特
の
地
形
で
、
海
岸
線
の
出
入
り
が
多
い
天
然
の
良
港
で
あ

る
と
い
う
が
、
一
方
、
谷
の
方
に
は
海
水
が
入
り
込
み
や
す
い
難
点
が
あ
る
と

も
い
う
。（
中
略
）
天
主
堂
は
海
岸
よ
り
一
段
高
く
な
っ
た
敷
地
に
建
て
ら
れ

て
お
り
、
敷
地
の
周
囲
に
は
溝
が
掘
ら
れ
て
い
る
。」（
一
〇
九
頁
）
な
ど
と
説

明
し
て
い
る
。

第
三
章　

新
し
い
建
築
材
料
と
長
崎
の
天
主
堂

第
三
章
は
、建
築
技
術
と
天
主
堂
建
築
に
つ
い
て
、①
西
洋
の
建
築
の
影
響
、

②
新
し
い
建
築
材
料
―
長
崎
で
は
、
③
長
崎
県
の
初
期
の
教
会
、
④
日
本
の
各

地
の
教
会
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。「
①
西
洋
の
建
築
の
影
響
」
で
は
、
前

述
し
た
通
り
、
明
治
期
に
居
留
地
の
建
築
が
西
洋
の
建
築
技
術
を
用
い
て
行
わ
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れ
た
。「
②
新
し
い
建
築
材
料
―
長
崎
で
は
」
は
、
煉
瓦
・
セ
メ
ン
ト
・
硝
子
・

洋
釘
・
鋼
材
・
ペ
ン
キ
等
を
長
崎
で
は
ど
の
よ
う
に
調
達
・
開
発
し
た
か
が
説

明
さ
れ
て
い
る
。「
③
長
崎
県
の
初
期
の
教
会
」
で
は
、
日
本
人
信
徒
の
た
め

に
日
本
の
各
地
に
教
会
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
が
撤
廃
さ

れ
た
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
以
降
で
、
日
本
家
屋
を
転
用
し
た
も
の
と
、
新

た
に
建
築
し
た
も
の
と
に
分
か
れ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
大

浦
天
主
堂
（
フ
ラ
ン
ス
寺
、
フ
ュ
レ
神
父
設
計
・
小
山
秀
施
工
）、
旧
大
明
寺

教
会
（
元
々
は
伊
王
島
）、
出
津
教
会
、
江
袋
天
主
堂
、
大
野
教
会
、
中
町
天

主
堂
、
神
ノ
島
教
会
、
黒
島
教
会
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。「
④
日
本
の
各

地
の
教
会
」
で
は
、
明
治
初
期
の
教
会
建
築
が
、
外
国
人
の
宣
教
師
や
修
道
士

等
が
、
本
国
か
ら
本
や
材
料
等
を
取
り
寄
せ
、
本
国
で
見
て
来
た
天
主
堂
を
日

本
人
の
大
工
に
伝
え
て
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
記
述
と
し
て
は
、
新
し
い
建
築
材
料
と
し
て
、
煉
瓦
は
、
オ
ラ

ン
ダ
人
ハ
ル
デ
ス
の
指
導
で
、
長
崎
製
鉄
所
に
使
う
煉
瓦
を
、
飽
の
浦
の
窯

で
焼
い
て
い
た
こ
と
、
セ
メ
ン
ト
は
、
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
代
わ
る
材
料
と
し
て
古
く
か
ら
ア
マ
カ
ワ
漆
喰
が
使
わ
れ
て
お
り
、
セ

メ
ン
ト
が
長
崎
で
最
初
に
使
わ
れ
た
の
は
、
伊
王
島
の
洋
式
灯
台
（
明
治
三

（
一
八
七
〇
）
年
）
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

第
四
章　

宣
教
師
が
伝
え
た
教
会
建
築

第
四
章
は
、
鉄
川
輿
助
が
教
会
建
築
を
行
う
上
で
、
宣
教
師
の
役
割
は
大
き

く
、「
輿
助
と
計
画
段
階
か
ら
相
談
し
、
工
事
の
説
明
を
し
、
時
に
は
工
事
を

管
理
し
、
工
事
費
を
渡
し
て
い
る
」（
二
八
六
頁
）
筆
者
の
問
題
関
心
は
、「
宣

教
師
が
い
つ
、
ど
の
段
階
で
、
建
築
に
つ
い
て
学
習
し
、
ど
の
程
度
の
技
術
を

身
に
着
け
て
い
た
か
」
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
宣
教
師
は
、

多
く
の
場
合
、
教
会
堂
の
発
注
者
と
な
っ
て
、
輿
助
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、「
宣
教
師
の
履
歴
書
」
と
し
て
、
長
崎
市
長
や
県
知
事
に
提
出
し

た
履
歴
書
か
ら
、
鉄
川
輿
助
が
関
わ
っ
た
、
ク
ー
サ
ン
神
父
（
一
八
四
二
～

一
九
一
二
、長
崎
司
教
）、フ
レ
ノ
ー
神
父
（
一
八
四
七
～
一
九
一
一
、浦
上
）、

プ
チ
ジ
ャ
ン
神
父
（
一
八
二
九
～
八
四
、
浦
上
）、
ド
・
ロ
神
父
（
一
八
四
〇

～
一
九
一
四
、
大
浦
・
出
津
）、
ペ
ル
ー
神
父
（
一
八
四
八
～
一
九
一
四
、

堂
崎
・
曽
根
・
鯛
の
浦
）、
島
田
喜
蔵
神
父
（
一
八
五
六
～
一
九
四
八
、
細
石

流
・
江
上
）、
マ
タ
ラ
神
父
（
一
八
五
六
～
没
年
不
詳
、
紐
差
）、
ヒ
ウ
ゼ
神
父

（
一
八
六
九
～
没
年
不
詳
、
桐
古
里
郷
・
浦
上
）、
ガ
ル
ニ
エ
神
父
（
一
八
六
〇

～
一
九
四
一
、
大
江
）、
ハ
ル
ブ
神
父
（
一
八
六
四
～
一
九
四
五
、
黒
崎
）
を

あ
げ
て
い
る
。

次
に
、「
教
会
堂
建
設
の
方
針
」
と
し
て
、「
平
面
は
狭
い
間
口
と
深
い
奥
行

で
計
画
し
、
建
築
に
際
し
て
は
、
日
本
の
大
工
技
術
に
よ
っ
て
施
工
さ
れ
、
そ

の
建
築
の
方
針
は
近
世
か
ら
近
代
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
、
宣
教
師
は
こ
れ

ら
の
考
え
方
を
日
本
人
大
工
に
伝
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。」
と
ま
と
め
て
い

る
（
三
〇
六
頁
）。
そ
し
て
、
最
終
的
に
、「
輿
助
の
工
事
の
実
績
と
宣
教
師
の

関
係
」（
三
一
四
頁
～
三
一
五
頁
）、「
担
当
宣
教
師
と
天
主
堂
工
事
の
工
事
概

要
」（
三
一
六
頁
）
の
表
に
整
理
し
て
い
る
。

第
五
章 

天
主
堂
の
請
負
と
工
事
費
の
清
算

第
五
章
は
、
著
者
の
研
究
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
章
で
あ
る
。
鉄
川
輿

助
が
建
築
技
術
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
実
業
家
で
あ
る
面
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
の
建
築
業
に
表
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
建
築
の
請
負
契
約
と
工
事
費
の
清

算
方
法
に
強
く
表
れ
る
。
そ
れ
は
、
事
業
の
リ
ス
ク
と
収
益
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。
本
章
は
、
請
負
契
約
、
契
約
関
係
書
類
、
天
主
堂
工
事

の
工
事
費
清
算
の
特
徴
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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ま
ず
、
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
施
工
者
の
決
定
は
、
入
札
・
特
命
・
定
式
請

負
の
い
ず
れ
か
で
決
定
さ
れ
る
。
輿
助
は
「
桐
古
天
主
堂
改
修
工
事
以
降
、
継

続
的
に
天
主
堂
や
司
祭
館
の
工
事
を
請
け
負
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
特
命
で
の
契

約
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」（
三
一
九
頁
）
特
命
の
利
点
は
、「
施
主
で

あ
る
天
主
堂
側
は
、
天
主
堂
の
特
徴
な
ど
を
そ
の
都
度
説
明
す
る
手
間
を
省

き
、
工
事
を
竣
工
さ
せ
る
ま
で
の
職
人
や
材
料
の
手
配
と
、
工
程
の
管
理
を
任

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。」
こ
と
に
あ
る
。（
三
一
九
頁
）

次
に
、
契
約
関
係
書
類
に
つ
い
て
、
明
治
以
降
、
大
掛
か
り
な
工
事
は
ほ
と

ん
ど
官
公
庁
や
そ
れ
に
準
ず
る
大
法
人
の
発
注
で
、
契
約
書
や
心
得
書
を
公
示

し
て
、
組
織
の
統
率
・
工
程
の
掌
握
・
工
事
の
推
進
を
図
っ
て
い
た
。
輿
助
は
、

入
札
で
施
工
者
が
決
ま
る
官
庁
工
事
の
入
札
は
、
ル
ー
ル
に
従
っ
て
応
札
し
て

い
る
一
方
、
特
命
で
行
わ
れ
て
い
た
天
主
堂
建
築
工
事
は
、
順
次
、
様
々
な
書

類
を
作
成
し
た
。「
手
帳
」
に
工
事
請
負
の
経
緯
・
工
事
内
容
、
宣
教
師
・
工

事
関
係
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
、
工
事
費
の
受
け
払
い
等
を
記
し
、
そ
の
後
、「
金

銭
受
け
払
い
簿
」・「
新
築
工
事
費
決
算
書
」
等
を
整
理
し
て
い
る
。
ま
た
、「
石

材
彫
刻
据
え
付
け
工
事
契
約
証
」・「
木
材
請
負
契
約
証
」
に
よ
り
、
輿
助
は
現

場
に
常
駐
し
な
く
て
も
「
契
約
証
」
で
石
材
彫
刻
の
据
え
付
け
や
木
材
が
納
入

さ
れ
る
体
制
を
整
え
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
旧
長
崎
大
司
教
館
の
工
事
に
信

者
の
奉
仕
作
業
を
呼
び
か
け
る
の
で
は
な
く
、（
中
略
）
材
料
の
運
搬
請
負
を

契
約
し
」（
三
二
八
頁
）「
建
築
材
料
運
搬
請
負
証
書
」
を
契
約
し
て
い
る
。
契

約
に
よ
り
業
務
内
容
を
明
確
に
し
、
管
理
し
や
す
く
す
る
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

天
主
堂
建
築
工
事
の
工
事
費
清
算
の
特
徴
に
つ
い
て
、
①
材
料
費
や
職
人
賃

な
ど
を
、
施
主
で
あ
る
天
主
堂
側
が
関
係
者
に
支
払
っ
て
い
る
こ
と
、
②
支
払

金
を
現
金
支
払
い
で
は
な
く
、「
支
払
い
伝
票
」
で
の
清
算
に
変
え
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
①
に
関
し
て
は
、
輿
助
が
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
な
く
、「
コ

ス
ト
増
減
」
の
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
②
に
関
し

て
は
、「
支
払
い
伝
票
」
で
払
う
こ
と
で
、（
中
略
）
材
料
代
や
職
人
賃
を
前
も
っ

て
用
意
す
る
必
要
は
な
い
」（
三
三
五
頁
）、「
現
金
の
受
け
渡
し
の
よ
る
間
違

い
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。」（
三
三
五
頁
）
と
言
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
契
約
形
態
で
天
主
堂
工
事
を
請
け
負
っ
た
こ
と
で
、「
請

負
金
の
回
収
に
不
安
の
少
な
い
安
全
な
請
負
で
、
組
の
成
長
を
支
え
る
こ
と
が

で
き
た
。」（
三
三
六
頁
）

第
六
章 

棟
梁
の
暮
ら
し
―
輿
助
の
「
手
帳
」
覚
書

第
六
章
は
、
輿
助
の
「
手
帳
」
等
の
記
録
か
ら
窺
え
る
明
治
・
大
正
・
昭
和

の
暮
ら
し
と
、
輿
助
の
関
心
の
広
さ
、「
多
彩
な
人
」
ぶ
り
を
描
い
て
い
る
。

内
容
は
、
衣
食
の
暮
ら
し
の
記
録
、
医
療
と
衛
生
の
記
録
、
交
通
と
通
信
、
大

正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
四
月
の
建
築
学
会
参
加
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
日
常

生
活
面
も
、
服
装
に
つ
い
て
「
細
シ
ャ
ツ
」・
外
套
・
帽
子
を
好
ん
だ
こ
と
、

大
き
な
カ
ッ
プ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
鳥
の
ソ
テ
イ
を
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
で

上
手
に
食
べ
る
こ
と
を
宣
教
師
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

３
、
本
書
が
示
唆
す
る
も
の

明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
一
月
一
三
日
に
、
長
崎
県
上
五
島
の
小
さ
な
村

に
、
大
工
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
鉄
川
輿
助
は
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
・
昭

和
と
い
う
近
代
化
の
流
れ
の
中
で
天
主
堂
の
建
築
工
事
に
携
わ
り
、
フ
ラ
ン
ス

人
宣
教
師
等
と
の
交
流
を
重
ね
る
中
で
、
建
築
技
術
者
と
し
て
羽
ば
た
き
、
教

会
建
築
を
中
心
と
し
て
、
多
く
の
実
績
を
残
し
た
。
輿
助
の
人
生
を
通
じ
た
特

徴
は
、
①
多
方
面
の
活
躍
、
②
先
進
的
な
学
習
・
企
画
力
、
③
経
営
実
務
能
力
、

の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
多
方
面
の
活
躍
は
、
建
築
技
術
者
の

み
な
ら
ず
、
経
営
者
・
政
治
家
と
し
て
の
多
面
的
な
活
動
で
あ
る
。
②
先
進
的

な
学
習
・
企
画
力
は
、
建
築
技
術
や
建
築
資
材
・
道
具
等
、
新
し
い
技
術
を
、
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旺
盛
な
好
奇
心
を
持
っ
て
採
り
入
れ
、
自
ら
の
教
会
堂
建
築
等
に
取
り
入
れ
て

い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
新
知
識
獲
得
は
、
宣
教
師
や
建
築
学
会
か
ら
学

習
し
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
③
経
営
実
務
能
力
は
、

建
築
実
行
面
と
事
務
管
理
面
に
見
ら
れ
る
。
建
築
実
行
面
は
、「
手
記
」
を
は

じ
め
と
す
る
記
録
や
、
工
程
管
理
、
事
務
管
理
面
は
、
各
種
契
約
書
や
工
事
費

清
算
等
に
表
れ
て
い
る
。
当
時
と
し
て
は
、
近
代
的
・
合
理
的
な
実
務
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、こ
の
よ
う
な
「
多
面
的
な
現
実
的
改
革
者
」
が
、

地
元
・
五
島
や
教
会
堂
建
築
を
愛
し
、
最
後
ま
で
、
仕
事
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
五

島
・
長
崎
・
九
州
地
区
に
置
い
た
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
よ
う
に
交
通
機
関
が

発
達
し
て
い
な
い
時
代
背
景
を
考
え
る
と
、
広
域
に
活
動
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。本

書
を
読
ま
れ
た
若
い
方
々
が
、
鉄
川
輿
助
に
学
び
触
発
さ
れ
、
日
本
を
代

表
す
る
建
築
家
や
政
治
家
や
学
者
に
な
っ
て
行
か
れ
た
ら
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
こ
と
か
と
思
う
。

な
お
、
喜
田
信
代
著
「
天
主
堂
建
築
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
鉄
川
與
助
―
長
崎
の

異
才
な
る
大
工
棟
梁
の
偉
業
」は
、日
貿
出
版
社
か
ら
二
、八
〇
〇
円（
税
額
別
）

に
て
販
売
中
で
あ
る
。（

公
益
財
団
法
人
な
が
さ
き
地
域
政
策
研
究
所
理
事
長
）


